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理事会報告   

5月26日  

H 定時総会報告  

5月11日㈹に開催した定時総会の報告文案を承認   

した。  

（コ 文化厚生委員会報告  

6月10日幽－11日他に開催する東西合同懇親旅行   

会およぴ5月21日他に開催した釣大会について報告  

文化厚生委員会だより  

がなされた。  

E）賛助会員から正金月へ  

従来賛助会員であったイースタン・ブック・サーヴィ   

ス株式会社および株式会社リージュンツ出版社が正会   

員となることが承認された。  

恒）10月に開催されるTokyoEnglishLanguageBook  

Fairを洋書輸入協会が後援することを決めた。  

伍）その他。  

第1洞東西合同懇親旅行 長良川・日本ライン下り   

梅雨の季節でもあり、まさに天候の具合が旅の成否を  

握った。初日の夜は「鵜飼い」、翌日は「日本ライン下り」  

という、屋外の遊びをメインとした思い切ったプランで  

あったからである。文化厚生委月合世話人諸氏の、至誠  

（？）が天に通じたか、6月10日・11日の両日ともまぎれ  

もない晴天に恵まれた。まことに、楽勝（！！）というべきか。   

東京勢は10日12時24分発のヒカリ号に乗り込んだ。世  

話人の一人、弊社の武田が近親不幸のためそのまま大阪  

へ、というようなハプニングもあったが、車中、缶ビー  

ルなども配られ、（東亜ブック鶴さん持参の樟生も加わ  

り）一同ゴキゲンで名古屋着、在来線（東海道）に乗り換  

えて岐阜駅へ。駅前に待ち構えていたバスで、宿泊先の  

岐阜グランドホテルに落ち着いた。長良川に面したご当  

地最大のモダンなホテルである。   

5時半、夕方とはいえ、まだ明るいうちに、浴衣がけ  

でサンダルばきといういでたちは、洋風ホテルのロビー  

では、どうもサマにならぬが、とにかく参集。リゾート  

地のことだ、気にするまい。ロビーを出てホテルの前の  

石段で参加者71名（うち女性は9人）全点の記念撮影。  

例により、メタレンブルグの鈴木さんにお願いする。今  

回の旅行では、これが全員一同に合する唯一の、貴重な  

瞬間でもあった。  
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抽選で3グルー70に分れて乗船。船には和風弁当と  

酒・ビール・ウイスキーが用意され、ホステスさんもそ  

れぞれ数人が乗船。（柳ヶ瀬から派遣されているのだが、  

当会予算のせいか、あまり美人とはいえない。後でサイ  

テックの高瀬さんがいかっておったな。）ホテルから別送  

の鮎の塩焼きも届き、酔う程に飲む程に、3彼の船をア  

クロバット宜しく渡り歩いて、サービスにつとめる会員  

もチラホラ現れ、花火のお遊びなどもあって、日も暮れ  

る。いよいよ鵜匠の出現である。鵜さばきもあぎやかな、  

かがり火に映える鵜匠の顔は荘厳ですらある。ただ、シー  

ズンとはいえやや早すぎたのか、鵜のかなしき努力にも  

拘らず、成果はかんばしくなかった。それはともかく、  

鵜飼いというのはまことに優雅な古典絵巻であるという  

のが実感であった。   

ただ今回、残念に思ったことがある。岐阜グランドホ  

テル江崎料理長ご自慢の、洋風懐石料理にありつけな  

かったことであり、更にいえば、丸善福田さんのカラオ  

ケによる絶妙な替唄を聞けなかったことであろうか。   

翌朝、バイキングの朝食を済ませ、バスで美濃太田へ。  

乗った船は人数の関係で、残念乍ら櫓は使われず、モー  

ターであった。モーターの著さえ無ければ、とアカデミッ  

クの月橋さんが盛んに悔んでおられた。しかし、スリル  

はそれ程で無いにしても、太陽をいっぱいに浴びて、水  

しぶきもちょっぴり浴びてのライン下りはまことに楽し  

い。両岸のたたずまいもなかなかで、動物に似た奇岩も  

随所にあり、見所はローレライだけという本場ヨーロッ  

パのライン下りよりもはるかに宜しい。（こちら船遊びの  

頃、恐らくゴルフ組もたっぶり楽しんでおられたであろ  

う。）   

犬山に着いて、ビールと中食。待っていたバスに再び  

乗り名古屋駅に向う。途中、多数意見により名古屋城を  

見学。ブラブラ城内を見ていると、陳列された武具・調  

度類も結構目を楽しませてくれるし、重文の襖絵は殊に  

心をなごませてくれた。   

名古屋駅で南西の方々と別れを告げ、3時43分のヒカ  

リ号で一路東京へ。終始付添ってくれたサンヨー・トラ  

ベルの宮山さん、ご苦労様。   

最後に一言。先述の如く全長が「同に会する時間が殆  

んど無かったので、東西合同懇親はやや偏った形になっ  

た筈であり、文化厚生委局舎としても、今後の課題の一  

つである。  

（三洋出版貿易・伊部記）  
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第13回東西対抗ゴルフコンペ  

長良川の鵜飼いの情緒を楽しんだ東西合同懇親旅行会  

は、一夜明けて岐阜北C．C．で待望の東西対抗ゴルフコン  

ペを行いました。東軍15名、西軍11名、初参加は吉本（紀  

伊国屋）金原（医学書院）の両氏に、固山みさぎ（ゴー  

ルデン・ブック）北村雅子（ハーバー）の御婦人方が華  

やかな彩りを添えて開幕。トリッキーな山岳コースに手  

を焼いて、0．B．続出で苦戦の連続でしたが、日頃このて  

のコースに馴染みが深い放か、関西勢の活躍が目立ち、  

団体戦は西軍優勝、個人戦も雌伏10年の杉原氏の初優勝、  

上位陣にずらり関西勢と云う結果でした。また来年をた  

のしみに。  

個人戦  

優勝 杉原 進（ユニオン）   

2位 柿谷幸造（ノベルティ）   

3位 相良廣明（紀伊国屋）   

4位 三宅嘩弘（三晃図書）   

5位 由利 洋（ト ッパン）  

Net．  （HDCP）  
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●ドラコン賞 金原（医学書院）松永（北尾書籍）  

●ニアピン賞 三宅（三晃図書）松永（／／）  

●ベスグロ貴 松永（北尾書籍）  

団体戦 ○西軍12点一束軍10点（勝2点 負0点）  

（西）松永（北  尾）2－3桜井（ェイ ビス）○（東）  

′′  中村（ブックマン）3－4金子（オリ オン）○／／  

／／○杉原（ユニオン）1up－鶴（東 亜 B）／／  

′′ ○河崎（三洋出版）1up－市川（ハーコート）／／  

／／ 三宅（三晃図 書）1up－相良（紀伊国屋）○／／  

′′ ○前田（ブックマン）1up一村山（ゲ ー テ）／／  

J／ 鈴木（旭  屋）2－4由利（ト ッパン）○／／  

′／○大年（栄 出 版）2up一入谷（丸  善）／／  

′′ ○柿谷（ノベルティ）1upL山川（USACO）／／  

′′ ○谷口（厚 生 社）1up一上杉（U P S）／／  

′′  畑（／′ ）2－3鎌田（ナ ウ カ）○／／  

（関西支部・松永記）   



勝ち進み、決勝戦で中井さん（アカデミア）河内さん（マ  

クミラン）のペアを放って優勝カップを手にしました。   

テニスコートでラケットを握っている時よりも、夜の  

宴会でマイクを握っている時の方が生き生きとしている  

人が若干名いたようですが、皆さん最後まで元気に走り  

回って2日間の予定を硝化、帰路のテニス談義はもうプ  

ロプレーヤー並みでした。  （H．M．）  

へたでもいいとも．／  

精神年齢が若いという点だけが共通する、テニス気違  

いの集まり、400会（フォーティー・ラヴ会）恒例の春期  

合宿が5月28日■29日に行われました。出版健保のテニ  

ス大会と日程が重なったりなどで心配されましたが、初  

参加の方3名を含めて24名が伊豆大仁テニスクラブに集  

合しました。   

日ごろの仕事が暇すぎるせいか、皆さん驚くべきパ  

ワーとスタミナで、早朝練習までやっても疲れを知らな  

い人ばかり。合宿ごとに確実に腕を上げて先輩方にほめ  

られる人も何人かいたようです。二日目の午前中にダブ  

ルストーナメントを楽しみました。山口さん（友隣杜）  

と鈴木さん（ミロブック）のペアが安定した試合ぶりで  

已苧  

書籍展示会のおLらせ  

第一回ジンバブエ国際ブックフェア  

1st ZimbabweInternationalBook Fair and Exhibi＿   

tion，Zimbabwe，Aug．23－27，1983  

第二回エキスポ・ラング   

Expolangues：2ndInternationalLanguage and   

CultureWeek，Paris，Jan．25－30，1984  

第一回マドリード国際ブックフェア  

1erSa16nInternacionaldelLibro，Madirid，   

Oct．4－9，1983  

第六回世界ブックフェア   

TheSixthWorldBookFair，NewDelhi，   

Feb．4－14，1984  

外国出版社紹介 No．95  

Dinosaur PublicationsLtd．   

BeechroftHouse，Over，CambridgeCB45NE，GreatBritain   

充分得られるものを出して行く事であるという。絵本  

というジャンルの性格上、印刷には特に配慮をしてい  

る。Managing DirectorのChristopher Wingate氏  

は、大きな印刷全社に25年も居た印刷の専門家である。   

最初の出版は幼児向が専門であったが、今では様々  

の話材で、3歳から16歳ぐらいまでの対象の本を出版  

する所まで拡大して釆た。それらはみな子供のイメー  

ジに強くうったえる本として書評氏の称賛を得る所と  

なっている。  （SSD．SN）  

Cambridge郊外の美しい村にある出版社で、最初の  

本は、1967年の出版という事であるからまだ歴史はそ  

んなに古くはない。現在Managing Editorである  

Althea Braithwaite女史が始めた子供向の本専門の  

出版社である。日本ではまだ多くの人に知られる所ま  

でなっていないが、英国や米国では同社の一貫した本  

作りのポリシーが、相当の評価を得る所となっている。  

そのポリシーは、あくまで高度なレベルの子供向図書  

を作る事で、子供の親、教師、批評家などの評価をも  
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学術情報システム  

これからの学術情報流通の在り方ⅠⅠⅠ  

（講演 昭和58年3月22日（州  於：学士会館）  

日本学術振興会総務部長 田保橋  彬  

（前文部省学術国際局情報図書館課長）   

赤字になる率の多いデータベースもある訳です。二番目  

として、データベース サービスは、二次情報のデータ  

ベースの他、目録・所在情報のデータベース等を運用し  

て行なう情報・検索・提供・原論文入手等のサービス更  

にはクリアリングハウス等のサービスを行なわなければ  

ならないという事です。三番目は、学術情報サービスに  

ついての機能として、当然研究開発部門を持たねばなり  

ません。情報処理に関する基本的な研究は大学等で行な  

われますが、学術情報処理に則した形での研究開発は、  

我が国はこの学術情報センターの研究開発部門で行なう  

べきであると考えています。さらに機能として教育・訓  

練があります。これについてはシステム内の要眉も相当  

いる訳で、それらの訓練が必要であり、個々のデータベー  

スのマニアルの作成と更新等が必要です。この4つの機  

能を持つ学術情報センターを、私共は可能な限り早く共  

同利用機関として設置をして行きたいと考えておりま  

す。これが中枢になり、計算機センターを取巻〈情報処  

理関連施設、大学図書館等の拡充整備が緊急に必要です。  

学術情報システムの構成要素としての国立大学共同利用  

機関等の研究機関については、特定分野の研究者が集中  

してい、るので、特にデータベースの作成という面で大き  

な力を発揮すると考えております。既に国際的にも高い  

評価を受けているデータベースも作成されております。  

大きな構成要素としては、大学図書館があります。図書、  

雑誌等の全国的な見地からの網羅性のある収集は当然と  

して、それらを相互に利用し合うというシステムを考え  

なければなりません。国公立大学等においては、漸く相  

互協力・相互利用のシステムが出来上がり、地域によっ  

ては国会私立大学を通じた形での図書等の利用が行なわ  

れております。   

学術情報システムの中で、目録所在情報システムが動  

き出すと、それぞれ参加の各大学図書館については、受  

入れた図書雑誌についてその所在をそれぞれの端末から  

学術情報センターのファイルにイン70ットすることにな  

それから4番目はデータベースの問題ですが、この学  

術情報システムの利用者は大学の研究者ですから、情報  

の受益者であると同時に生産者であります。これが一般  

の情報提供システムと性格が違うところで、日本科学技  

術情報センター（JICST）等は導入したデータベース、も  

し〈は文献等によってデータベースを作ってサービスを  

するというもので、エンドユーザーが研究成果を生産す  

るということはありません。従ってシステムの中でデー  

タベ⊥スが出来上がる、特に数値の場合には当然そこに  

評価がありませんとデータベースとしての価値がありま  

せんので、関連する研究者による評価を得た形でのデー  

タベースを作って行く、という辛がシステム内で行なわ  

れる。それがまたシステム全体の利用者に利益をもたら  

すという形で一つのサイクルになっている訳です。   

五番目としては先程申し上げた様にJICST等につい  

ては主として二次情報を提供するだけですが、学術情報  

システムについては二次情報で原論文、もし〈は原図書  

を検索し、且つ所在のデータベースとリンクしておりま  

すので、当然ぐるっと回って初めの環の所まで戻りコ  

ピーを提供して、サービスが完結する形のものになる予  

定です。従来のシステムと本質的に違い、世界的にもユ  

ニークなもめになると思います。皆様ご存じのOhio州  

にありますOCLCは、2，200近くの図書館が関連してお  

り、これは所在計録でオリジナルインフロットもできます  

が、二次情報の検索とはリンクをしていませんので、世  

界に類例のないシステムを私共は作ろうとしています  

し、先生方のご協力を頂いている訳です。  

学術情報センターの機能   

中枢となる学術情報センターの機能について申します  

と、第一番目には、当然国公私立大学の研究者のニーズ  

に応じなければいけないので、システム全体の計画調整  

の機能を持つ訳です。その将来計画等については、大学  

研究者のご意向を充分に汲み上げることになりますの  

で、そのサービス・は必ずしも黒字になる訳ではなくて、  
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り、その役割も担う事になる訳です。又、研究者が図書  

館へ来て、二次情報の検索、及び日額所在情報の検索を  

依頼したりするので、窓口的役割も果たさねばなりませ  

ん。このためには大学図書館業務の合理化を図る必要性  

があります。更にはブロックにおける相互貸借に資する  

ことも必要です。外国雑誌のセンターについては、現在  

自然科学に重点をおいていますが、将来的には人文・社  

会科学系の資料センター・外国雑誌センターも必要では  

ないかと考えております。しかし人文社会学系ではご意  

見が一致せず難しい点があります。  

学術情報システムの効果   

学術情報システムで一体どの様な効果があるかは、研  

究者にとって必要とする情報を網羅的に且つ迅速に入手  

出来るというのが第一の要件で、更には自らのユニーク  

な研究成果を或る評価を経た形で対外的に発表すること  

に一役買えばと考えております。大学図書館にとっては、  

合理化の問題と同時に自館の所蔵だけではなくて、他館  

の所蔵までに渡って図書・雑誌等の所在情報を研究者等  

にサービスができる利点を持つ訳です。しかし大学図書  

館の現状では、一挙にはできないという事もありますの  

で、大学図書館側に要望している事は、現在大学のなか  

で図書・雑誌等が分散しているのを大きく集約してはど  

うかということです。それぞれの学部・学科等において  

単位をノトさくすれば、小さくしただけのメリットはあろ  

うかと思いますが、それぞれが図書室を持っていて、隣  

の部屋は何をしているか分からない状態で図書資料を収  

集し、その間の連携はあまりない。例えば先生方が週1  

回お見えになるが、その他の日は部屋に鍵が掛かってい  

て本が出せないという話になります。従って図書・雑誌  

の所蔵個所を集約化し、それによって少なくとも学内の  

共通利用態勢を確立してほしいとお願いしております。  

更にはこれに伴う合理化の問題・電算化に対する職員の  

訓練という問題も早急にやって頂くと同時に、既にいく  

つかの大学で行なっている大型計算機センター等との連  

携により、全学的な情報流通システムを構築する委員会  

を作り、促進して頂きたいと申し上げております。以上  

のように集約化の問題、更には日暮等々の業務の電算化  

による効率化の問題を考えております。   

今まで申し上げましたように、今後は大学図書館は学  

術情報システムの一つの構成要素だと考えられ、全体的  

なバランスの上でお金を投じて行く必要があるのではな  

いかと思っております。先生方から図書購入費を大幅に  

増額せよとの要求があり、これにより研究室内に図書等  

を収め、図書館へ一歩でも二歩でも歩くよりは、座りな  

がら手を伸ばしてとどく書架から全ての本が手に入れば  

満足だといわれる訳ですが、そうするとその先生方の満  

足度を充足するには一体どれ程お金が掛かるか判らな  

い。場合によっては各先生方の研究室が1つ1つの図書  

館になってしまう訳で、スペース的にも間に合わないと  

いう問題が発生します。現実の問題として大学図書館の  

書庫スペース・所蔵セペースの不足分に対する建築要求  

が非常に多い訳です。といいますのは昭和30年後半から  

研究室が整備されました。基準的にいえば、教授1部屋  

で21m2位の部屋です。それが今図書・雑誌でほぼ満杯に  

なっております。従って蔵書をどこかで面倒を見てくれ  

ないか、図書館で面倒見てくれと先生方はいわれますが、  

図書館は貸倉庫と違いますから、そんな簡単に受け取る  

訳にはいきません。そうなると話が大きくなり、昨年の  

国立7大学長会議では、一体保存図書館をどうしてくれ  

るか、それは一体どういう形態であるのかという話にな  

ります。これについては、貫立7大学の図書館協議会で  

ご検討されている様ですが、現実問題として、ブロック  

ごとにその保存図書館的機能を設けるのか、専問分野別  

で設けるのかということになります。学術情報システム  

の中で、保存図書の計録を横につなげて共同利用してゆ  

くことも問題となります。  

エレクトロニクス ジャーナルヘの対応   

話が変わりますが、冊子形態とあわせて磁気媒体でオ  

ンライン等により学術雑誌を利用者に提供するアドニス  

計画は、すぐには実現すまいと思いますが、将来の可能  

性としては、当初からエレクトロニクスの形での提供も  

出現すると思います。その場ノ斜こ一体どの様なサービス  

をして頂けるのだろうかということが、私共のシステム  

の中でも問題になってきます。検索、原論文提供等の経  

費は大学側の負担なのか、端末は何種類持てば良いのか  

という疑問点もあり、現段階でいいますと、DDX等々に  

乗らない限り低速の通信回線を利用しなければなりませ  

ん。また主要な論文をディスプレイに出して、それをハー  

ド コピーでとれるようにするには通信回線量が膨大に  

なってきます。将来的には一体どうなるのかという問題  

も、皆様方のご心配と同時に私共も心配していまして、  

紙を使わない図書と言いますか、エレクトロニクス  

ジャーナルなどオンライン端末のみの図書館ができるか  

も知れません。また著作権問題もでてきますし、所謂、  
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のところ講師並びに多数の方がたのご出席をいただき有  

難うございました。  

（文教委員会 吉本記）  

紙の形態ではないものはどうするかということになりま  

す。ヨーロッパでは出版社の方々が集って対策を考えら  

れているようですし、アメリカ等においてもそういう形  

の出版物の是非について協議が行なわれているようです  

が、これらに対する対応も今後私共がシステムを組む場  

合に、当然必要になってくると思う訳です。種々話が脱  

線し、お判りにくいところもあったと存じますが、以上  

をもちまして、本日の話を終らせて頂きます。  

完  

引続き質疑応答が活発に行われましたが、内容の重複  

等もあー）ましたので割愛させていただきました。ご多用  

ダイレクトリー委員会からのお知らせ  

ttJBIADIRECTORY1983”の179ページに下記を追記願  

います。  

NEW YORK ACADEMY OFSCIENCES  

AnnalsofNewYorkAcademyofSciences  

（USACO－allbooks）  

Book Review No．93  

別冊TheEnglishJournal  

英語の辞書カタログ：カタログ・辞書550  

’83年刊18×25．5cm 282p．（索引p．253L282）  

㈱ アルク発行  ￥1，650   

昨年の秋、イギリスでは辞書の新刊、改版が相次い  

で刊行され、それをttBOOKSELLER誌”はuDiction－  

aryWar”と評していた。その評から、辞書に対する需  

要が高まってきたのは単なる学習人口の増加によるも  

のだけでなく、現在のハイレベルの多様性ある知的情  

報が増加し、人は『学ぶこと』を『参照すること』に  

おきかえたことから、＝DictionaryWar”が成立すると  

いう論旨が読みとられた。となると、英語を主体とし  

た■－マルチ・文化’’の土壌の上で『学ぶこと．叩 を強い  

られる日本人にとって、辞書は従来の学習参考書とし  

てのツールなぞという役割は極〈一部で、辞書が必要  

とされる局面は多様性をもって展開されてくる、とい  

うのが本書に収録された辞書の解説の全てを大雑把に  

読み終えた時の感想である。編集部ではアメリカの図  

書館が必備文献としての辞書をチェックする為に使用  

するKister編「DictionaryBuyingOrder」（1979年刊  

Bowker社）を参考にしたというが、収録の点数、一点  

一点の解説付の’■辞書カタロク川 という点では類書は  

ないと断言している。因みに、本書に収録される550タ  

イトルはまさにttBuying Order”に応えるもの、つま  

り、現在、日本で入手可能の英語の辞書－550タイトル  

である。   

解説の内容については、一般の英語辞書の場合は  

”HistoricalPrinciples”、或いは’PCurrentItems”のい  

づれを重視するものかを明確に示唆し、最近人気のあ  

る各種辞典についてはどの局面で辞典を有効に活用し  

たらよいかという前提を明らかにし、その場合、取揃  

えるには価格、用途の点からのアドヴアイスをコメン  

トしている。カタログの構成に不可欠である索引は、  

書名（50音順、ABC順）、著・編者名、出版社別となっ  

ており、辞書を探す際に便利なように工夫されている  

点は高く評価して良い。   

収録されているエッセイは、「辞書編集者の横顔」、  

「コンピューターと辞書作り」、「辞書の造本」が辞書愛  

好家（辞書過とでもいうのか）にとっては興味そそる  

ものと思われる。必読をお推めしたい。   

尚、本書は「辞書275」が1979年、「辞書436」が1980  

年、そしてその続々々の第3弾となっている。辞書の  

使い捨ての時代になー）つつある今日、5年間の辞書の  

歴史とは言えバックナンバーの通読も興味のあるとこ  

ろである。  

（H．N，）  
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／J Mr．GeorgeMcCune，Chairman，  

Mrs．Sara MillerMcCune，President，  

SagePublications，Inc．，BeverlyHills  

6月中旬 Mr．TrevorFewick  

EuromonitorPublications Ltd．，London   

／／  Mr．Drake  

DrakeEducationalAssociation，Cardiff  

6月下旬 Mr・NickIiern，Director，  

Methuen，London   

J／  Mr．E．Newman  

Butterworth＆Co．Ltd．，Singapore  

お知 らせ   

このたび下記の方がたが、賛肋会員から正会員に移行  

されましたのでお知らせします。  

イースタン・ブック・サーヴィス株式会社  

〒113東京都文京区本郷3－37－3  

℡（03）818－0861  

株式会社 リージェンツ出版社  

〒112東京都文京区後楽2－2－15  

℡（03）816－4373  

次の通り就任通知がありましたのでお知らせします。  

株式会社 厚生社  

〒530大阪市北区堂島3－2－7 ℡（06）451－2155  

取締役会長  谷口走一  

代表取締役  谷口定三  

株式会社 ユー，エス・エシアテック カンパニー  

〒105東京都i巷区新橋1－13－12℡（03）502－6471  

取締役会長  山川隆雄  

取締役社長  山川隆司  

次の通ト）代表者の変更がありましたのでお知らせしま  

す。  

株式会社 梅田書房  

〒530大阪市北区角田町8－7  

阪急百貨店5階 ℡（06）361－1381（Ex．）2556  

代表取締役  新． 野田 達  

旧． 北脇一雄  

次の通り移転通知がありましたのでお知らせします。  

ジョン  ワイリー アンド サンズ社  

新住所：〒141東京都品川区上大崎2－24－11  

日黒西口マンション Z号館401号  

℡（03）495－0525（代）  

総代理店 ご案内  

㈱ 紀伊国屋書店  ℡（03）354－0131  

InternationalHandbook ofUniversities1983L1985   

9thedition．Nov．1983（Macmi11an，UK）ca．￥30，800  

北尾書籍貿易 ㈱  ℡（06）203－5961  

（03）573－3031  

Goldberg，A．M．（ed．）qPRODUCTSAFETYEVALUA－   

TION（AlternativeMethodsin Toxicology，Vol．1）  

（MaryAnnLiebert，Inc．，USA）…‥＝‥・”… ￥16，000  

丸  善 ㈱  ℡（03）272－7211  

AmericanMedicalAssociation，USA…Allperiodicals  

InstituteofPhysics，GBR……………… Allperiodicals  

（1984 volumeより）  

AmericanLungAssociation，USA   

AmericanReviewofRespiratoryI）isease（M）  

￥30，600  

日本書籍貿易 ㈱  ℡（06）386－8601  

Canadian Certified GeneralAccountants’Research   

Foundation，Vancouver，Canada…Allpublications  

TheSocietyofManagementAccountants ofCanada  

（SMAC），Hamilton，Canada”・・…・・ Allpublications  

三洋出版貿易 ㈱  ℡（03）669－3761  

0yezScientificandTeclmicalServicesLtd．，UK  

来 日 外 人名 簿  

6月上旬 Dr．Singh，President，  

College－HillPress，SanDiego  Allpublications  
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●最新刊／6月入荷●細胞の分子生物学  

MOLECUIJAR BIOLOGY OF  

THE CELL  
◎  

BruCeAlberts・DennlsBray・Jl鵬anLewis・MartinRaff  
KeithRoberts・JameSD．Ⅵbtson  

aredevotedtothevariousmembrane町StemSOf  
theceLlandthefunctionsassociatedwiththem  
（6and7），thenucleus（8），themitochondriaand  
Chloroplaststhatmeetthece11’senergyrequire－  
ments（9），theq′tOSkeletonandcellmovement  
（10），andthemechanismsofce）lgrowthanddivi－  
Sion（11）．PartIlendswithathoroughdiscussion  
ofthemechanismsthatenablecel】stointeract  

Witheachother（Chapters12and13）・  

PartlIldescribesthebehaviorofcel】sinmulti－  
Cellularorganisms，fromtheformationofeggs  
andspermandtheprocessoffertiLization（14），  
throughembryordcdevelopment（15），tOthe  
maintenanceofthediffeilentiatedtissuesof  
matureanimals（16）．Theceusoftheimmune  
平Stem（17）andofthenervous町Stem（18）are  
thensingledoutfordetaileddiscusiion，nOt  
onb′becausetheyrepre品ntthemoststriking  
examplesofthecomplexandsophisticatedtasks  
thatassembliesofceuscanperform′butalso  
becausemanygeneralinsightsintocellbehavior  
canbederivedfromstudiesofthesesystems．The  
bookendswithaunlqueChapterthatpresents  
thespecialfeaturesofplantcells（19）・  

Thetextisuniformb′COnSistentbothinits  
generaIstyleandinitstreatmentofthemany  
SeParatetOPics・Thisbalancerenectsthefactthat  
eachchapterhasbeenwrittenjointlybythe  
authorsandincludesrevisionsthatincorporate  
SuggeStionsmadebothbyoutsideexpertsandby  
Students．AL］thematerialisarrangedinalogicaI  
SequenCe，butthechapterscana）soberead  
independentb，Ofoneanotherbyanyonewitha  
basic knowledge of biology. 

■的1200貫   215×27g■   図版t300点■   

●ハード版11，g50円  ベーパー版8，100円■   

■別売 スライド・セット（648枚）256，520円■  

（スライドの分売価格についてはお問い合わせ下さい）  

MoLecLLLarBLoLosyqrrhecbLtisanentirelynew  
textbookforstudentsinanyofthebiologicaland  
medicalcurricula：Pre・medicine，ZOOlogy，bio－  
ChemistIツ，Phy＄ioLogy，mOlecularbiology，botany，  
andanatomy，  

Sixscientistsandteachersspentfiveyears  
Writing，reViewing，andrevisingthetext・The  
bookalsoincorporatesthesuggestionsand  
recommendationsofmorethanonehundred  

Otherscientistsandprofessorsofcellbiology・  

Thefocusofthetextisthemolecularbiologyof  
theeucaryotjccelトーStartingfromthebasic  
PrlnCIPlesandfactsofmolecularbiologyand  
biochemistry．throughthepropertiesandfunc－  
tionsofthecelIinmulticel］ularorgardsms・Thus  
thetextrepresentsauniqueintegrationofthe  
ideasandfactsofmolecularbiologywiththoseof  
Cell，developmental，andorgardsmalbiology・   

Thebook’scoverageisdividedintothreeparts・  
PartIbeginswithageneraldiscussionofthe  
evolutionofthecell，includingce11specialization  
leadingtomultice11ularorganisms（Chapterl），  
andthenreviewsthebasicbiochemistryofboth  
thesma11andlargemoleculesfoundincells  
（Chapters2and3）．Chapter40utlinestheprlnCi－  
PaLexperimentalmethodsthatarepresentlyused  
toinvestjgatecelLs．Thecoverageofthesefour  
Chapterscanservebothasanintroductionfor  
Studentswhohavenotstudiedbiochemistryand  
a畠arefresherforthosewhohave．   

Partllpresentsthecentralcoreofceubiology  
andisconcernedmainb′Withthepropertiesthat  
arecommontomosteucaryotjccells・1tbegins  
withthefundamentalmoLecuLarmechanismsof  

heredity－therep）icationandmaintenanceof  
DNAandthetranslationofitslinearsequenceof  
nucleotjdesintothelinearsequenceofamino  
acidsinproteins（Chapter5）．Subsequentchapters  

Gar1andPublishiI唱′Inc．  

日本総代理店 ユナイテットパブリッシャーズ・サービス社  

昭和58年7月  通巻第195号 洋書輸入協会  編集者 柴田 三夫．  
尋103 東京都中央区日本橋1丁目20番3号 藍沢ビル603号室  ℡271－6901  

面530 関西支部 大阪市北区芝田1－10－2 第一山中ビル  ℡371－5329  
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